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三
に
つ
い
て 

一
に
つ
い
て 

二
に
つ
い
て 

病
弱
児
の
高
等
学
校
等
へ
の
進
学
に
つ
い
て
は
、

平
成
七
年
三
月
の
病
弱
養
護
学
校
の
中
学
部
卒
業
者
八
百
二
人
の
う

ち
、
三
百
九
十
一
人
（
四
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
高
等
学
校
等
へ
進
学
し
、
ま
た
、
二
百
四
十
九
人
（
三
十
一
パ
ー
セ
ン

ト
）
が
病
弱
養
護
学
校
の
高
等
部
へ
進
学
し
て
お
り
、
合
わ
せ
て
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
者
が
進
学
し
て
い
る
。 

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
に
基
づ
き
一
般
事
業
主
が
雇
用
義
務

を
負
う
身
体
障
害
者
の
範
囲
は
、
福
祉
行
政
と
職
業
安
定
行
政
の
連
携
の
確
保
等
の
観
点
か
ら
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭 

現
在
、
病
弱
養
護
学
校
は
九
十
七
校
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
う
ち
四
十
校
に
つ
い
て
高
等
部
が
置
か
れ
て
い
る
。
病
弱
養

護
学
校
の
高
等
部
に
お
け
る
教
育
は
、
病
弱
児
の
社
会
的
自
立
の
た
め
に
有
益
な
方
法
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
文
部
省
と
し
て
は
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
等
に
対
し
て
そ
の
設
置
等
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
も
指
導
を
行
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
指
導
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。 

衆
議
院
議
員
大
野
由
利
子
君
提
出
病
虚
弱
児
・
者
及
び
難
病
患
者
等
の
施
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 
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四
に
つ
い
て 

五
に
つ
い
て 

公
営
住
宅
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
は
、
公
営
住
宅
の
入
居
者
資
格
の
一
つ
と
し
て
同
居
親
族
の
あ
る

こ
と
を
規
定
し
て
い
る
が
、
老
人
、
身
体
障
害
者
そ
の
他
の
特
に
居
住
の
安
定
を
図
る
必
要
が
あ
る
者
と
し
て
公
営
住
宅
法

施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
二
百
四
十
号
）
で
定
め
る
者
に
つ
い
て
は
、
単
身
で
の
公
営
住
宅
へ
の
入
居
を
認
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

ま
た
、
右
の
身
体
障
害
者
に
該
当
し
な
い
難
病
患
者
で
あ
っ
て
、
長
期
に
わ
た
り
、
職
業
生
活
に
相
当
の
制
限
を
受
け
、

又
は
職
業
生
活
を
営
む
こ
と
が
著
し
く
困
難
な
者
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
二
条
第
一
号
の
障
害
者
と
し
て
、
各
種
の
職
業
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
対
象
と
な
る
も
の
で
あ
る
。 

和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
の
身
体
障
害
者
の
範
囲
と
同
一
で
あ
り
、
難
病
患
者
で
あ
っ
て
障
害
者
の
雇
用
の
促

進
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
号
の
身
体
障
害
者
に
該
当
す
る
者
は
、
雇
用
義
務
の
対
象
と
な
る
も
の
で
あ
る
。 

難
病
患
者
に
つ
い
て
も
公
営
住
宅
へ
の
単
身
で
の
入
居
を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
特
に
居
住
の
安
定
を
図
る
必
要
が

あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。 

四 

 



 

 

五 

身
体
障
害
者
に
対
す
る
福
祉
施
策
に
つ
い
て
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
き
、
身
体
上
の
機
能
に
永
続
か
つ
日
常
生

活
上
の
著
し
い
制
限
を
受
け
る
程
度
の
障
害
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
に
対
し
、
身
体
障
害
者
福
祉
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
等
の

施
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
施
策
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年
十
二
月
十
八
日
障
害
者
対
策
推
進
本
部
が
策
定
し
た
「
障
害
者
プ
ラ
ン
」
に
お

い
て
、
住
居
等
が
的
確
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
身
体
障
害
者
福
祉
ホ
ー
ム
等
の
拡
充
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

ま
た
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
あ
る
難
病
患
者
の
う
ち
、
現
行
の
福
祉
施
策
の
対
象
と
な
ら
な
い
者
に
対
し
て
も
、
同
プ

ラ
ン
に
お
い
て
、
在
宅
で
療
養
生
活
を
お
く
る
患
者
の
生
活
の
質
の
向
上
を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
関
連
施
策
と
し
て
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
等
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
推
進
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


